








 

研究目的 

胎児・胎盤は父親由来の組織適合抗原を有している。一方母体のあるものはこ

の父親由来の組織適合抗原に対して細胞性抗体ならびに液性抗体を産生する。

これらの抗体が胎児・胎盤に作用する結果免疫学的に流早死産が起り得る。こ

のような母児間の組織適合抗原の差から生じる免疫学的機序による流早死産の

可能性を解明するため,我々は組織適合抗原の確立している近交系マウスを用

いて実験的流早死産のモデルを作製し検討を行ってきた。 


